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ぼくは、夏休みに亀の瀬地すべり地に見学に行きました。 
ここは、昭和３７年から国が最先端の技術で、地すべりの対策工事を行ってきた場所です。 
地すべりとは、しゃ度が３０度い下の場所で地面がゆっくりうごくげんしょうです。土塊とすべ

り面のあいだに地下水がたまり土塊がうごきます。 
 亀の瀬は、ならと大阪をつなぐ大和川のきしにあり、地すべりがおこると大和川がせきとめられ
上流のならけんがわで川がはんらんし町をのみこんでしまいます。また、せきとめられたところが
けっかいすると、下流の大阪がわで同じことがおこります。 
 では、どうしたら地すべりを止めることができるのでしょうか。国では三つの対策をとっていま
す。 
 一つ目は「抑止工」です。９６メートルもある長いくいで土塊をつらぬきもっとかたいところま
でおしこんで土塊をうごかなくする方法です。 
 二つ目は、「抑制工」です。土塊を少しとりのぞき、すべる力を少なくする方法です。 
 三つ目は、地中の水をへらし、土塊がすべりにくくする方法です。これは地中にパイプをうめて
地下水をぬき、集水せいといういどに水をあつめ、はい水トンネルから水を外にながす方法です。
ぼくはこの集水せいと、はい水トンネルを見学しました。はいすいトンネルは地中ふかくにあるの
で、年かんをとおして１５度くらいととてもすずしかったです。また集水せいには思ったより水が
たくさんながれていて、おどろきました。 
 もとの鉄道がとおっていた場所に家がならんでいてびっくりしました。 
 土砂災害はぼくにとって遠いところのできごとだと思っていました。亀の瀬にいってみて、こん
なみじかに大きな土砂災害がおこった場所があるなんて思ってもいませんでした。 
 これからは土砂災害のことについて、もっと学んでいきたいと思うとどうじに、みんながはらっ
たぜい金が、こんなふうにいかされ人びとがあん心してくらせるようになっているんだなと感心し
ました。 
 
 


